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【目的］札織因子（TF）は凝固系カスケードのイニシエーターであり、近年単球もTFを産生することが明らかになった。
Santucci R.A.ら 1）は、ヒト血液に LPSを加えた際の凝固時間が単球の TF活性を反映するとして、 TiFaCT(Tissue Factor 
Clotting Time) Assayを考案し、高反応者と低反応者が存在することを明らかにした。実験動物におけるこの個体差は抗凝
閤薬等の反応性に影響を与えるものと思われる。我々は本アッセイがカニクイザルに応用可能か否かの検討を行った。
【方法】 3～4歳齢の中国産カニクイザル雌雄各20匹を使用し、 3.2%クエン酸ナトリウムを用いて採血した。装置はSonoclot
（血液凝固・血小板機能分析装置、 Sienco）を使用した。各血液につき LPS添加と無添加サンプルを作製し、 37℃4時間イ

ンキュベートして測定を行った。評価はOnsettime （液層からゲ、ル形成が始まった点）等で行った。併行してFACSCalibur 
(BD Biosciences）を用い、各白血球におけるTF陽性細胞の比率を求めた。

［結果】 LPS添加サンプルは無添加サンプルに比べOnsettimeが短縮し、ヒトと同様の反応を示した。両サンプル聞の Onset
timeの差は 183秒から 4秒と、カニクイザルにおいても高反応個体と低反応個体が存在することが明らかになった。 LPS
に対する TF陽性細胞比率の増加は、単球は高反応性、頼粒球は低反応性、リンパ球は無反応性であり、 LPS添加による Onset
timeの短縮は主として単球のTF発現に由来していることが示唆された。
1) Santucci R.A., et al. (2000) Thromb. Haemost., 83, 445-54. 
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ヒト用ラテックス凝集試薬キットを用いたラットとイヌの血柴D-dimer測定について
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【目的］ D-Dimerは、血液凝固・線溶系異常を評価できるマーカーとされている。最近、実験動物における D-dimerの測定

について、ヒト用 Latex凝集法キットを使用したラット血柴（使用キット； D-DiTEST, Roche Diagnostics：以後Rocheキッ
ト）とイヌ血柴（使用キット； AccuclotTMD-Dimer：以後 Sigmaキット）の測定例が報告されたが、評価系としての是非は
明確にされていない。今回、ラットとイヌ血柴について、ヒト用 Latex凝集法キットを用いて検討を行った。［方法］以下
に述べる各試料に D-dimerLatexを等量加えて、凝集反応の有無を確認した。【結果】 Rocheキットは、ラットのユーグロプ
リン（EL)分画に凝集反応を示し、プラスミン（Plm）による Ca再加血柴凝固塊溶解液にも反応した。一方、ラット正常
血紫、ラットフィブリノゲン（Fbg）標品および Ca再加凝固塊上清では陰性～擬陽性の反応を示した。また、ラット Fbg
標品にPlmを添加した溶液についても、擬陽性以上にはならなかった。 Sigmaキットは、イヌのEL分画に陽性反応を示し、

また Plmによる Ca再加血提凝固塊溶解液にも反応した。一方、イヌ正常血襲、 Ca再加血娘凝固塊上清とイヌ Fbg標品に
は反応しなかった。しかし、イヌ Fbg標品に Plmを添加した溶液には反応を示した。［結論］ Rocheキットは、 Fbgに対す
る擬陽性反応に留意すれば、ラットの D-dimer検出に使用できる可能性を示唆している。また、 Sigmaキットは、 D-dimer
に特異的ではないものの、イヌのFDPに対する反応性が示され、凝固・線溶異常は検出できることを意味している。
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